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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 35 年 3 月

北海道開発庁
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Y分のL地質図害サン Yレ(網走ー第 8 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師酒匂純俊

同 士居繁雄

北海道嘱託太田昌秀

はしがき

この図幅および説明書は，昭和 31 年から昭和 33 年にわだつて行った，野外調査の結果

をとりまとめたものである。調査に当つては， 1酉匂がサンノン川の西部および南部一帯を，

土居が雄武町と美深町の管内および智東 3 綜沢流域を，太田がナンノレ川中流地域を，それ

ぞれ分担したコなお，名寄 I[:i管内の調査は，北海道立地下資源調査所斎藤昌之地質鉱床課

長，サンノレ川上流域およびモサシノレ川流域の調査は，松下勝芳技師によって行われたさま

た，北海道大学助教授舟橋三男，北海道学芸大学岩見沢分校助手秋葉力の両氏には，サユ/

ノシ年;山の鉱床調査をおねがいした 5

この地域は，明治 45 年に岡村要載が，北海道北東部の広範な調査を行ったとき，サンノレ

Jf!から幌内川にいたる地域が踏査された以外に，地質調査の記録はまったくみられないっ

ただ，昭和 10 年頃に，サシル金山が大規模に採掘されたことがあり，一応の金銀鉱床地帯

として注目されていたc したがって，鉱床の特性からの金銀鉱床を目玉胎する地質構成が，

この地域にまで及んでいると考えられている。さらに，最近になっては，北海道中軸地域

の地質構成との関連性が注目され，この地域の地質調査に関心がよせられている。この図

幅地域は，おもに，火山噴出物や火山昨)品物などから構成されているので，各地区の対比

を行うには，かなりの困難がある c

野外調査にあたっては，北海道大学理学部金山詰祐氏からいろいろと協力をうけたσ ま

た，下川町役場，下川営林署，雄武村く務署の方々からも，多くの便宜を与えられた。

報告に先だち，調査の援助をしていただしユた，斎藤昌之，松下勝秀，舟橋三男，秋葉力，

金山詰祐の各氏，現地で協力していただいた下川役場，下川営林署，雄武林務署の各位に
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感謝の意を表する。

I 位置bよび交通

この図幅は，北緯 44020'--44u30'，東経 142°30'--142°45' の地域をしめている c 行政的

には，南東部から中央にかけた約 3 分の l の地域が下川町にぞくし，北東部は雄武町に，

北西部は美深町に，南西部は名寄市に，それぞれふくまれる。

図幅地域内の村落としては，わずかにナンノレ市街があるだけで，このほかには，幌内川

に沿った地域と図幅の西南隅地域に農家が散在しているにすぎない。ナンノレ市街は，国鉄

名寄本線の下川駅より約 8km のところにあり，下川駅との聞には定期jパスが運行してい

る。また主要な各河川に沿っては，運材用の道路が開さくされているだけで，交通機関は

なし )0
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II 地形

この図幅地域は，全地域が， ピヤ長/リrJJ (標高 986.6 m) を中心として，比較的なだら

かな山地帯となっている。ほとんどの段線は，新期の火山岩類から構成されている士ため

に，一部に急問地形がみられるほかは，標高 500m から標高 700m ていどの緩傾斜の山

地となっており，沼店(標高 899.0 m) ・九度山(標高 673.6 m) ・円山(標高 540.4 m) な

どがふくまれる ο また，山麓地域には，一見熔岩台地状の平坦な地形がみられるここれは，

古い侵蝕面と考えられるぺ

第 2 図 サンル鉱山附近よりピヤシリ山を望む

ナンノレ川中流流域や，図幅の西南隅の中名寄附;IJ:には，段丘Jlt積物が広く発達していて，

なだらかな丘陵性の平担面がみられる。この平坦市は，ほぼ標高 200m から標高 300m の

もので， 2 段ないし 3段に細分される。なお，標高 300m 以土のところにも，かなり明瞭

な平坦聞がみられるが，それが段斤.両であるかどうかは明らかでない、

ピヤシリ山から，北方，東方，南方の 3 方向に大きな枝線がのびて，幌内川，サンノレ川

および名寄盆地にむかつて流れる各河川の分水泡となっている。幌内川は，ピヤ己/リ山か

ら閃幅地域の北京隅にむかつて流れ，下流にやや広い沖積地を作っている ο ナンノレ川は，

-3-



1 の沢， 12 線沢，鉱山沢， 15 線沢，幌内越沢などの大きな支流を合わせ，ひじように広い

集水面積をもっている。水量が豊富で沖積地も広く，ところどころに，河床面からの比高

10m から 30m ぐらいの河岸段丘が形成されている。名寄盆地にむかつて流れる河川は，

7 線沢， 智東 3 線沢など，比較的水量の少ないものである。図幅地域の河川は，全般的に

河床操が少なく，露出も悪いので，踏査にはかなり困難する。

III 地質概説

この地域を構成する地質系統は，模式柱状図に示したとおりである。

構成岩類は，図幅北部のごく一部に先白重紀届がみられるほかは，ほとんど新第三紀以

降の火山噴出物，火山砕屑物である。正規の堆積岩層は，一部にふくまれているにすぎな

いの大きくみると，基盤を構成する中新世岩類，鮮新世に寓する古期火山岩類，および洪

積世に属する新期火山岩類と段丘堆積物の 3 つに区分することができる。

中新世岩類は，緑色凝灰岩，プロピライト，石英粗面岩，角疎凝灰岩などから構成され，

いわゆる北見地方における緑色凝灰岩地域を構成している岩相に対比される。このうち，

図幅地域の西部から北部にかけては，プロピライトと緑色凝灰岩が，中部および東部一帯

には石英粗面岩が，それぞれ擾勢に発達している。しかも一部にみられる砂岩，疎岩，泥

岩などの正規堆積岩層は，きわめて異常な堆積状況をしめしている。

鮮新世に属する地層は，凝灰質砂岩を主体とした堆積岩層，および安山岩溶岩と同質集

塊岩の互層から構成されている火山噴出物とである。この火山噴出物は，図幅タトの地域に

も広く発達しており，きわめて広範囲にわたる火山活動の所産である。岩相から，鮮新世

と考えられるオシトツ層を基底としているので，鮮新世末葉の火山活動の所産と考えられ

るつとくに，版状節理の発達している乙とと，褐色を呈する集塊岩が多いことが特徴的で

ある。

第四紀の活動と考えられる，新芽!の火山噴出物は，ほとんど昔通輝石紫蘇輝石安山岩質

のもので，現在.の山稜を構成しているコまた，ナンノレ市街附illや中名寄附j圧には，かなり

明瞭な段丘地形が発達していて，砂陳層をのせている。

IV 先じ i望紀層

との地域の基盤岩層で，地域の北部にわずかに露出している。岩質から日高層群に属す

-4-



時 代 層 序 柱 状 岩 質 その他

現世 氾濫原堆積物，河床磯.崖錐

滋議
砂，礎.粘土

第

現河川段丘堆積物
石~j:チタン

棋 磯，砂，粘土

古期段丘准積物 三ーE・':"_0・A-二ー-二:0';-ー-ー.・-工ーet.、ーp一rr..=一、ιー・=，に七一一p三"

新 ピヤシリ山熔岩
普通輝石紫事午、輝石安山岩

四
期 i召岳熔岩

積
火 名寄熔岩

日| 奥ナンノv .~容岩

噴 幌内越熔岩 紫石英蘇輝安石山岩安山質岩普通縦石
出
九番沢溶岩キ己 世

物
モサン Jν 越熔岩

下 御車沢集塊岩

弘長祭竺ー-三辺三元r 者民γ号諸三す主予民主:点モ?哀J繰定γ主全煎芸mgp有待詳f?d苓7品吉官望丹~
凝灰質集塊岩

鮮 )11 ーの沢凝灰岩層 凝灰質砂岩，泥岩

新
層
バンケ層 磯岩.角磯凝灰岩

轟事 モサンノ ν 層 凝灰質集塊岩

ーじ」 も
六禄 t容岩

医日蹴品ほ紙み三五芸~~禽議三あ主ざ Eる温三F昔総強ヨ話三三冶￡出兄滋 k三主d5主s三主王ej
角閃石安山岩

新 期 同 WI 除去 普通輝石紫蘇輝石安山岩

火

:11 1竜/沢集塊岩

第 1責
中名寄集塊岩 凝灰質集塊岩

出

物 上幌内熔岩 川Mi!vvJVvVvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv 普通例;石紫蘇 t布石安 ill 岩

世
ぞ「‘ノ 上幌内越屑 }議三喜一議五:~G§ 凝灰質百台岩， 頁岩
シ

t存治凝灰岩 安 ill 岩質凝灰岩十層

サ
十二線沢集塊岩

::R町託ぺ市出、よTiJ@F均一括深刻、ポ潟叫&:::Jで主4一F4lkhL一ム唱1 :(::一必場一戸lコ市パ‘
集塊岩~~熔岩 金，銀

一)
中 ン

ナンノレ層 角磯凝灰岩，砂岩 硫化鉄
/ν

:k 石英極函岩熔岩 泥岩，磯岩

山
熊の沢凝灰岩層新 岩

石英粗面岩

類 大宮沢惚岩 -守‘...ν Jv> v U>w--dvu-w-1W》一.、 M・;~·v; 普通輝石紫蘇輝石安 III 岩
evVvFV-vv-v

世 Ii'!、
プロピライ l、熔岩

謙譲矯
プロピライト紀

金層川困 すロピリ" '1

凝灰岩層 角磯凝灰岩

高'

硬1i'J:岩

先白重紀 日 高 層 苦手 場

粕板岩

第 3 図地質総括表
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る。

IV.I 日高層群

この地層は，図幅地域の北部で，幌内川の支流になる砂金川の上流流域に露出している。

ここでは， N45ー W-N80oW ・ 50
0
_80

0

SW の走向・傾斜を示している。

分布地域の東部は新第三紀中新世に属するオロピリカイ凝灰岩層に，西部は上幌内越層

に，それぞれ不整合におおわれている。おもに黒色を呈する粘板岩からできているが，硬

砂岩の薄層と互層している。

との地層は， t憂乱をうけて，破砕されているところが多い。

粘ほ岩は，造構造運動の影響をうけて，葉片状を呈するものが多く，とくに運動の影響

がいちじるしい部分は千枚岩質となっている。硬砂岩は，破砕されて，眼球状の集合体と

なっている。

V 新第三系

この図幅地域は，一部をのぞき，ほとんどが新第三系から構成されている。おもに，火

山噴出物で特徴づけられ，堆積岩層も，ほとんどが火山性物質からできており，正規の堆

積岩層は，ごく一部 iこかぎられている。大きくみると，プロピライトや石英粗面岩を主体

とする中新世の火山砕屑岩層と，広範囲に発達して l) る，鮮新世の火山岩類とにわけられ

る乙

V.I 砂金川層

この地層は，地域の北東部の幌内川流域，およびその支流の砂金川の下流流域に発達し

ているつ

この砂金川層は，岩相の違いから，つぎのような層序をしめしている。

プロピライト熔岩

オロピリカイ凝灰岩層

V.I.! オロピリカイ凝灰岩層

この地層は，この地域の北東地域の幌肉川流域およびその支流の砂金川上流流域 l乙そ

れぞれ発達している。塊状の無層理の地層で，走向・傾斜は不明である。

この地層は，砂金川の沿岸で観察されたところでは，日高層群を不整合におおい，上位

- 6 ー



にはプロピライト!溶岩が整合でのっている。さらにこれらは，上幌内越属・石英粗面岩熔

岩，上幌内熔岩，幌内越培岩などで不整合におおわれている。

この地層の構成員は，ほとんど角操凝灰岩で，一部は凝灰質集i兎岩である c 氏紙色ない

し日古川以色を呈する支山岩質のものである

凝灰質集塊岩は，ブロピライト化作用をうけた輝石安山岩の角礁のあいだを，粗しよ

うな凝灰岩でうめたもので，角般の量がひじように多い。

角醗凝灰岩は，少量ないし中最:の角膜をふくむ粗しような凝灰岩である c 角礁の岩質

は，凝灰質集塊岩と同じ岩質であるご基質の粗しような凝灰岩は，灰緑色を呈し，緑泥

石化作用・炭殿塩化作用をいちじるしくうけている c この凝灰岩の中には，破砕片とし

て斜長石がふくまれており，新鮮なものと，いちじるしく変質したものとがある c この

ほか少量の普通輝石の彼片をふくんでいるコ

V.1.2 プロピライト熔岩

幌内川上流から同支流オロウェン幌内川を経て，砂金川上流流域にかけての地域に，広

く分布している。このほか， ~1幅地域の西部で， 7 線の沢の上流から智東 3 線の沢の上流

を経，日進の沢上流地域にかけての地域にも，広く分布しているハ前者の地域では，まえ

にのべたオロピリカイ凝灰岩層の上位に整合でのり，上幌内越層. _I::幌内熔岩で，不整合

におおわれているむまた，後者の地域では，この熔岩の基底は，何処にもあらわれてし)な

したがって，下位層とどのような関係にあるかは不明であるじなお，この地域では，

この熔岩は，滝の沢集塊岩層・円山熔岩・ピヤ v り山熔岩・奥ナンノレ熔岩および沼岳熔岩

などで，不整合におおわれている

岩質は， 0音EJくたj~色を呈する揮石安山岩といったようなものから，ブロピライト化作用を

うけて，灰緑色を呈し，凝灰岩のような外観をしめすものまであって，その変化はいちじ

るしい:このほか，智東 3 線の沢流域や日進の沢の流域では，見化作用や黄鉄鉱化作用を

うけているつ

これらの岩石を，顕微311で観察すれば，つぎのようである。

ブロピライト化作用のひじようによわい岩石: 少量の斜長石と輝石の斑品をもっ輝

石安山岩で， ])f 品の輝石はわずかに，緑泥石化作用をうけて，一部が緑泥石にかわって

いるにすぎない。

石基の斜長石は，わずかに汚濁しているていどで，みるべき変質は示されていない。

微細な柱状の斜長石の間隙をうめているカラスは，多く緑泥化している。また，あるも

のでは曹長石化が可成りすすんでいるつ

プロピライト化作用をうけて緑色を呈する岩石: 構成鉱物は，いちじるしく分解さ

れているが，原岩の構造は完全に残されている。したがって，斑品の形態，石基の組織
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は充分に残っている。斑晶の斜長石や輝石は，割目や周辺にそって，様泥石化されてい

る。石基の斜長石も多く禄泥石化しているほか，いちじるしく汚濁されている。分解に

ともなって，微細な不規則粒状の鉄鉱が散在している。

V.2 サンル火山岩類

ナンノレ川流域一帯には，石英粗面岩や同質の角疎凝灰岩を主体とする火山噴出物が，広

く分布している。との火山噴出物の基底および上部には安山岩の熔岩流や，集塊岩が発達

しており，砂金川層とは岩質が全く違っている。したがって，砂金川層の構成物とは，別

箇の噴出物とみられる。なお，広範囲に鉱化作用をうけており，その中にナンノレ鉱山がふ

くまれるっ砂金川層との直接の関係は不明である。しかし，砂金川層が，直接，先白皇紀

層の日高層群の上に不整合にのっていることから，いちおう，砂金川層のと部に，位置す

るものと考えられる。岩質から，大宮沢熔岩，熊の沢凝灰岩層，石英粗面岩溶岩，サシノレ

層，十二線沢集塊岩とにわけられる。

V.2.1 熊の沢熔岩

この熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩で，ナンノレ川本流と大宮沢の出合附近から奥ナン

jレ附近にいたる地域によく露出している。このほか，大宮沢および，その南の支流，熊の

沢下流などにも分布している σ 下限は不明であるが，上位は，石英粗面岩質凝灰岩におお

われている。 この岩石 lこは，流理構造とほぼ平行な板状節理がよく発達し， E-W から

N50 つ W の走向をもち， 5°~10° SW にゆるく傾く単斜構造をとっている。本流に沿って

は，かなり頻繁に集塊岩や角疎凝灰岩を介在しているが，大宮沢では，節理のよく発達し

た熔岩流が多い。

岩質は， u音褐色~黒色の多孔質でガラスの部分が多く，部分的に真珠岩構造をとってい

る。肉眼的 lこは，斜長石理品がわずかに目立つだけであるが，鏡下では 2 種類の輝石がみ

とめられる。鏡下の構造は，斜長石と輝石の自形斑品と，褐色ガラスからなる斑状組織で

弱~)流理をしめしている。

斑品: 斜長石〉普通輝石詮紫蘇輝石

石基: 褐色グラス〉球顎

斜長石は， 2mm~4mm 大の短柱状の白形斑品で， つよい正規累帯構造をしめ L ，

中心部はしばしばしみ状に変質している。 An60% 附近。単斜輝石は 0.5 mm-O.7mm

の白形斑晶で，割目から多く変質をうけて緑泥石化し，不透明鉱物を析出しているこ斜

方輝石は，短柱状の白形結晶で0.7mm大のものである。無色で，斜長石集現品に伴っ

てみられる。

石基は，よわい流理構造をしめす褐色ガラス中に，斑品の緑に沿って球顎が多量にで
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き，放射状に消光する沸石の集合体からなるつまた，ガラスの一部に曹長石と思われる，

低い回折率をしめす不完形の鉱物が不純物を沢山含んだ flf状変品として生じている c ガ

ラスの一部は脱球璃作用をうけて細粒石英を生じているが，このほかに，明らかに珪化

作用の産物とみられる，石英のモルタルが少量:基質中にしみ込んで品出している

全体として，斑品にも基質にも変質のあとがかなりいちじるしく，珪化やアルバイト

化作用が働いている。

V.2.2 熊の沢凝灰岩層

大宮沢惇岩の上位に整合的に重なる石英相而岩質の凝灰岩であるコナンノレ 15 寝沢pH;1i

から奥ナンルにいたる地域に分布し，全体として，ゆるく南西に傾斜する。大宮沢熔岩と

石英担面岩熔岩との聞に数 10m のj首厚をもってはさまれ，大宮沢および熊の沢では， 下

部が褐色粗粒な浮石質角操凝Jj(岩質で， J:部は， しばしば流理のいちじるしい石英粗而岩

の熔岩流を央在している ο また，ナンノレ 15 線附;Iiの本流では，褐色角牒凝灰岩の中に ， il己

岩および牒質砂岩がはさまれていて，しだいに正規堆積物の量が多くなり，岩質的にはナ

ンノシ層に類似してくる傾向がみられる。このような点からみると，この地層はナンノレ同と

同時異相とも考えられるが，石見下it面岩とナンル)国との関係が明らかにされないので，い

ちおう，別個の届苧とし，この地屈を石英粗面岩の下位lこ，ナンノン胤をわi~m而岩の上位

においた。

岩質(ま，白色~褐色(風化色)の机し〉凝氏岩で， ;ぇ褐色の主質中に石見，斜長石の泊fiijl

片が散在し，また，白色浮石質小塊が多量に含まれている。

V.2.3 石英粗面岩熔岩

この溶岩は， [，~il 隔の南東部に広く分布し，また， I院内越沢流域、，;，こも広し〉分布をみせてい

るコ本流の東岸では，北部で標高 450m 以上の尾根を形成し，ナンノ川-何者の出方では，標

高 300m にまで下って分布しているコこのほか，本流のナンノシ市街上流 1 kmplf;Jiから1. 5

km の問，および 15 線の沢上流にも分布している⑦

この熔岩の下部は，熊の沢凝灰岩と互属して漸移し，大宮沢ヒ流では，尾恨の上でも，

凝灰岩悼を爽在していることがあるつしかし，ナンノレ市街の l布一方では石見Hi而岩だけであ

るつこの岩石には， m[理構造が G) ちじるしく，石 .iJ!:. の斑fTIが目立ち，小泣の角閃石がみら

れるコまた，かなり!1 ~G )地域にわたってよ U主計棒造が発達しているつ

鋭下では，やや政砕された円形斑品が，つよい流量構造をもっ，餌色のガラスヰ l に散花

して玉置:)犬構造を呈している。

斑品: 石英五斜長石〉角閃石

石英は 0.5 mm-O.Smm 大の白形結晶で，割目がいちじるしい。その一部は，破 J\- 状
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になっていることもある。斜長石

は数個集った集斑品で，アルバイ

ト型およびカノレルスパット型双品

が発達し，薄い反復黒帯構造を示

し，結晶中にはしみ状に灰長石成

分の低い部分があらわれている。

0.7mm~2.5 mm 大の短柱状白形

結品で An 30%附近である。角

閃石は，無色の破片状で小量含ま

れており，ほとんど緑泥石化し，

不透明鉱物を析出している。

ガラスは淡褐色で，脱政璃作用 第 4 図石英粗面岩 //ニコル xIS

が進み，放射状の沸石が基質の間隙を埋めている。また，全体に球顎の発達がし、ちじる

しく，緑泥石化した角閃石や不透明鉱物を核にして，径 1 mm~2.5mm の球穎が多量に

生じている c 脱破璃作用でできた石英の附近には，針状の Crystallite (品子)が多く生

じている。

真珠岩質の部分では，無色の均質なガラスに球状の割目が発達し，不透明鉱物の集合

体や気泡が引きのばされて流埋をしめし，この伸びは球状の割目をこえて連続している。

斑品の石英，斜長石のまわりでは，ガラスがこれらをとりまくパッチ状に脱瑛璃作用を

行って結品質になっている。また，斑品の石英は菱形の白形性をもっているが，ガラス

に常入されていちじるしく熔蝕されている(斜長石は，数屑の累帯構造をもち，外形と

内核の形がひどく違うことがある

15 線の沢中流および大宮沢中流では，日:化がいちじるしく， 15 楳の沢では 2 カ所に掘り

跡、があり，大宮沢では，低品位の合金石見脈がみられる c

日化帯では，基質中に細壮石英が多量にでき， しばしば網状の石英脈が貰ぬくっ

V.2.4 サンル層

ナンノレ川下流からナンノレ 15 線沢にいたる，本jf[の西方地域に広がり，鉱山沢， 12 線沢中

流などに分布している c この地層は，ゆるく l討西に傾斜する単斜構造をもち，石突柱i商岩

の上に重なるように分布しているが，すでに，熊の沢凝民岩!骨についてのベナこように，こ

の地層と熊の沢凝灰岩層とは，同H寺異相の関係にあり，石英祖面岩もその一部と考えるこ

とも可能である。

岩質は，東北部に分布するこの地層の下部では，白色の浮石を多量に含む白色凝町岩が

砂質の正規堆積岩層をはさんでいる亡しかし，南西部に分布するこの地層の上部では，正

規堆積物が大部分で， {尼岩や在来質砂岩となる ε 全体として凝!長岩質であるつ
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この地層の中には， 15 線沢中流~鉱山沢-12 線沢中流の地域で，北東~南西方向の庄化

帯が発達し，鉱山の沢，東支流には 2 カ所の掘り跡があ石 o Ii.:化帯では，堆積岩がプロヅ

ク化され，石英脈で網状に貫ぬかれて ， I~よく色椴密な岩石に変質している。この工1化帯の南

東部に沿って，緑色化帯があり，緑泥石が生じて岩石は~*色凝灰岩のようにみえる c

この岩石を顕微鏡下で観察すればつぎのようである。

褐色非品質基質と結晶破片，浮石 )1，砂岩片などからなり，褐色を止する。しかし，

変質をうけると，珪化部は淡灰色，緑泥石化部では淡緑色を呈する。

結晶片は石英，斜長石，角閃石，単斜輝石で，有色鉱物はいちじるしく緑泥石化をう

けている二斜長石は新鮮な破片で，数肝の反復累帯構造を示す (An50J{， 附近)角閃

石は z= 暗殺色， y，っ x= 淡暗緑色の多色性を示す， 0.5mm-lmm の小 )i である 3 単

斜輝石は，大部分が緑泥石，不透明鉱物の集合体に変質している

珪化帯では，ラカ、スの脱破璃作用がすすみ，石英が多くなり，緑色帝では緑泥石化が

いちじるしいっ

V.2.5 十ニ線沢集塊岩

この雫塊岩(ま， 12 線沢中流と拡山沢上流に標式的に発達している土 tf 通輝石紫蘇輝石安

山守質の集 J定質府岩と正明の熔岩とが互層状を呈している u ナごノル屈の上部 Jこ整合的!この

り， と幌内熔岩や御市沢集塊岩で不整合におおわれているコ

下部は，ほとんどが集塊岩から棒成されており，上部になるにしたがって d出岩流が多く

なっている土全般的に変質していて，ところによってはプロピライト様の外観を示すもの

もあるつこの岩層の発達する地域には， NE-SW 方1'1可の断固が多く発達していて，これに

そって JUt ，結泥石化，炭酸出化などの変質作用がみとめられ，ときには黄鉄鉱が鉱染し

'フ-，、ヲ
」、」屯コ

鏡下では，散品買の石基の中に，

斜長石の斑品が目立ったUl，状組織

をしめしており，有色鉱物のほと

んどが，緑泥石化しているへ利長

石(1. 3 mmx0.5mm) は百通 An

60;:，;附近のもので，部分的に曹長

石化作用をうけて， An30;:'; てい

どになっているものがある「有色

鉱物は， -1町通時 ·6 と紫蘇埠{iで，と

きには帝褐禄色の角閃石がみられ

ることがあるコ珪化をうけた岩石 第 5 図十三線沢集塊岩 II ニコル x 15

には，石英が品出してしみこみ状にひろがっており，球顎も多くみられる。つよい緑泥
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石化や炭酸塩化をうけたものは， L京岩の組織が完全にくずれている。

V.3 オシトツ層

この地層は，この地域の北部の砂金川中流流域およびオロウェン幌内川上流からシー幌

内川中流にかけての地域に発達している c このほか，地域の北東隅のオロピリカイ川下流

の沿岸にも露出している。

この地域では，まえにのべた日高層群および砂金川層の上位に，大きな不整合関係での

り，上幌内熔岩で不整合におおわれている。この地層は，岩質から上幌内越層と熔結凝尽く

岩にわけられる。

V.3.1 上幌内越層

この地層は，オロクェン i院内川の中流から上流にかけて，標式的に露出して p る。標式

地では， N5cE-N20午 W ·lOc~15c W の走向・傾斜をしめしている。この地層の下部

は，おもに凝灰質頁岩の薄層を伴う凝灰質砂岩が卓越しており，あとからのべる熔結凝灰

岩を二枚爽在している。上部は，凝灰質砂岩と陳岩の互層で，上部になるにしたがい瞭岩

が多くなる。なお，凝灰質頁岩の薄層を爽在するところには，厚さ 50cm~60cm の亜炭

が発達しているのが特ちょうである。

凝灰質砂岩は，陪灰色または暗灰青色を呈する中粒から粗粒なもので，軽石礁を含ん

でいる。 凝灰質頁岩は，陪灰色から陪灰青色を呈し，凝灰質砂岩との薄い互層をしてい

る場合が多い。この凝灰質頁岩と凝灰質砂岩と互層しているところに，亜炭層が発達し

ている。

礁岩は，粗粒な凝灰質砂岩の薄屑と互層している c 礁岩の礁は，この地域の基盤岩で

ある日両層群から供給された粘板岩や硬砂岩で、ある

V.3.2 熔結凝灰岩
ホ

熔結凝灰岩は，まえにのべた上幌内越闘の下部に 2 層爽在している c この央在している

ようすは第 6 図にしめしたようなものである c

暗灰色または黒味を帯びた暗灰色を呈する安山岩質熔結凝灰岩である。

産状は，塊状で，軽石礁をふくんでいる。第四紀に属する熔結凝灰岩のように柱状節理

の発達はみとめられない。

この熔結凝灰岩を，顕微鏡で観察すればつぎのとおりである。

牢 隣接図幅の仁宇布図幅地域では，上幌内越層の下位にあるものと，この地域と同じよう

に上幌内越層の下部に爽在するものの 2 つの型がある。
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第 6 図 幌内川流域における熔結凝灰岩の分布状態

捕獲岩片・軽石礁および斜長石の破片をふくむカ、ラス質石基を主体とする c 捕獲岩 H­

は，粘板岩・砂岩・斑れい岩質岩などが多く，不規則な形のものが多 L 、。また，軽石信長

は，やや円味をおびているが，石質部との境は，明瞭な境をひくことができない(斜長

石は，破片状のものが多く，ごく小量白形をとっている c 一部のものは，斜長石の努聞

にそって，緑泥石化しているものもある

石質部は，細かいガラス片の集合体で，その一部は脱破璃化作用をうけて緑泥石に置

換されている。

V.4 古期火山噴出物(鮮新世火山噴出物)

先にのべた，中新世に属する火山 I噴出物やオキ/トツ層を不整合でおおい，きわめて広い

範囲に，支山岩熔岩や同質の集塊岩が分布している。これらは，分布が広(ユわりに均質な

岩質をしめしている。岩質と分布から，上幌内溶岩，中名寄集塊岩，滝の沢集塊岩，円山

熔岩 6 涼溶岩とにわけられる c

V.4.1 上幌内熔岩

この):{;!6 fま，オロワェン幌内川の上流地域からシー幌内川の土流地域を経て，標高 787.6

m の三角点から北東に仲びをもっ尾根の地域に広く分布してし)る c 一方，ピヤキ/リ山(標

高 986.6 m) の南方の鉱山沢および 12 線沢の上流流域にも発達している。このように，ひ
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じように広い地域に発達している。

まえにのべたオ V トツ層の上位に不

整合でのり，沼岳熔岩およびピヤジ

リ山熔岩でおおわれている。

この熔岩ば， 8音灰色を呈する徴密

堅硬な岩石で，紫蘇輝石の大きな結

晶が肉眼でみられる，普通輝石紫蘇

輝石安山岩である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば

つぎのようである。 第 7 図 上幌内熔岩 /1 ニコル x15

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，自形ないし半白形を呈し，双晶をなすものが多い。累帯構造は，ほとんど

みられない。紫蘇輝石は半白形をとるものが多く，淡緑色から淡黄色の多色性をしめし

ている。粒状の普通輝石をふくんでいる。普通輝石は半白形ないし粒状を呈している。

石基は，長柱状の斜長石，粒状の普通輝石，ガラスからなる。ガラスは長柱状の斜長

石のあいだを埋めていて，その量は少ない。

V.4.2 中名寄集塊岩

この集塊岩は，図幅地域の西南隅に位置する中名寄附近と，ナンル川の支流である 1 の

沢中流部に標式的に分布している。下部は，ナンノレ火山岩類を不整合におおい，上部は，

円山熔岩に移化しているコ

主として，普通輝石紫蘇輝石安山岩質の凝灰質集塊岩から構成されている。しかし，下

部には，浮石の多い黄禄色の角操凝灰岩がみられ，上部では，うすい集塊質熔岩や惇岩 lirE

を多くはさみ，円山溶岩 ie-I 斬移するようである。

凝灰質集塊岩の部分は，淡灰色あるいは淡褐色から濃灰色を呈し，きわめて粗しような

ものである。斜長石の斑品が多く (An 40~50 %)，しかも大きな斑品 (2.0 mmx1.5mm)

が目立っている。一般に，緑泥石化や絹雲母化がみられ，とくに，有色鉱物は完全に様泥

石化しているものが多い。角牒凝灰質の部分には，石英と角閃石が tmかく結!日として合ま

れている場合もある。

中名寄附 j庄のものは，名寄図幅では，上部中新世ワノレ、ンベ層と同時異相的関係にある，

二股橋集塊岩に対比されており，下川図幅では，熔岩 lilt のはさみの関係を見誤って円山熔

岩の上にのるものとしている。今のところ，岩質的に，ニワプ図幅に襟式的 lこ発達する滝

の沢集塊岩と対比され，名寄図幅のペンケ熔岩の下部に相当するものと考えられる
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第 8 図円山惰岩 //ニコノレ x15

V.4.3 滝の沢集塊岩

この集塊岩は，地域の北西隅， 7 線の沢下流および智東 3 線の沢下流などに発達してい

る c 標式地は，この図幅の北に連なる隣接図幅「仁宇布」の東部地域の幌内川支流滝の沢

である。この地域では，プロピライト熔岩のと位に不整合でのり，沼岳熔岩，九度山熔岩

で不整合におおわれている。

おもに，普通輝石紫蘇輝石支 rfr 岩質の凝灰質集 J鬼岩からできており ， if] 疎凝!必岩，凝!天

質砂岩などの薄)酋をはさんでいるつ

淡灰褐色から濃褐色を呈する，角棟状構造をはっきりとしめす，ひじように粗しような

岩石である。

礁は，普通輝石紫蘇輝石安山岩で，これらの礁のあいだをうめている基質は， )ヅミ褐色や

濃褐色を呈する相粒な軽石質凝灰岩，または凝りミ質砂岩であるつ

V.4.4 円山熔岩

この:溶岩は，ナンル川の支流 1 の沢中流の矢文山附近から，中名寄の円山一帯および九度

山附近にいたる地域に分布するコ中名寄集塊岩と整合的な関係にあり，御車沢集塊岩や新

期の火山岩類に不整合におおわれている。

岩質は， u音灰色なし~し，灰黒色の堅

硬な昔通輝石紫蘇輝石安山岩で，とき

には，かんらん石をふくんでいること

があるつなお，中名寄集塊岩や，滝の

沢集塊岩よりもやや基 f生のものであ

るとこの熔岩には，厚さ約lO em てい

どの板状節理の発達がいちじるしく，

まれに漆黒色の節理に之しいものもみ

られるヘまた，ときには凝灰質業塊岩

がはさまれている 3

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉透輝石

石基: 斜長石，ガラス，輝石，不透明鉱物，斑品(とくに斜長石)の多い普通輝石

紫蘇輝石安山岩であるつ斜長石は，長さ1. 0mm-Z.Omm ぐらいのもので，アルバイト

双品や累帯構造が目立つ。普通輝石を含有し，ときに 0.05mm ぐらいの輝石粒を多く包

有して，ボイキリティックな形をとる o An60-65:;';, 紫蘇輝石は，長さ 0.3 mm-O.l

mm ぐらいの長柱状をしめし，多色性がいちじるしい。普通輝石は，融蝕形をとるもの

が多いコ石基は徴品質で，短冊状の斜長石の生長がいちじるしい ο
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V.4.5 六線熔岩

この熔岩は，図幅の南部を流れているサンノレ川の最下流部に，せまい範囲で分布してい

る=南方の下川図幅でも分布地墳が小さく，ほかの安山岩類にくらべて，発達の規模は小

さい c 中名寄集塊岩から整合的あるいは同時異相的に漸移しており， 9 番沢熔岩で不整合

におおわれている c

この図幅地域の支山岩頭が，すべて輝石安山岩であるのに反して，この熔岩だけは角閃

石安山岩である c 一般に，流理構造がいちじるしく，それによると，東側では NE-SW

の走向， NW落ちで，中央にむかつて水平となり，西側では逆に，NW-SEの走向，NE

落ちとなり，北では南方へ傾斜し，小さな盆地状構造をとっている c 岩体内には，熔岩か

ら j軒移する角疎凝灰岩のはさみが，ところどころにみられる。

岩質(ま ， i炎灰色の堅硬な岩石で，長性状の角閃石がめだち， ときに lem 近くのものが

みられる。

斑品: 斜長石〉角閃石〉紫蘇輝石(石英)

石基: ガラス，斜長石，輝石

斜長石は， 1.0mm~2.0 mm の長柱状の結晶で，中央部がよごれているものが多いっ

An303:; 附近の成分をしめす c 角閃石は，きわめて細長い長柱状で， x= 黄緑， y= 緑，

z= 濃緑の多色性のつよい，緑色角閃石である。 0.3mm ぐらいの長柱状紫蘇輝石がふつ

うにみられ，まれに石英がみられることもある。石基は潜品質でガラスにとんでいる。

V.5 -r }I 1 層群

モナンノレ川の下流部や，矢文沢の沿岸および 1 の沢上流には，いままでにのべた古期火

山岩類をおおって，砂岩層や凝灰岩層などが発達している c これは，南方に連なる下川悶

幅地域において東西約 20km ，南北約 l5km の堆積ベーズンを構成している鮮新世の地層

の一部で，下川層群とよばれている。

V.5.l モサンル層

国帽の東南 p~ のそサシ jレ川の下流に，さまざまな火山砕屑岩類からできた地層が発達し

ている(主として下川区 i幅地域に発達しているもので，日高層群を直接，不整合におおっ

ているう基底は，すべて火山性の堆積憎から構成されている，西方にむかつて，しだいに

砂岩を主体とした正規の堆積岩層にうつりかわっている c

この累層は， N-S から N600W の走向で，西方に 10° 以下のゆるい傾斜をしめしてい

る 各構成岩層は，一一般に分布範囲がせまく，数種の岩類が異常堆積の様相をしめしてい

る。その中でも，火山砕屑岩は，雑多なものが不統ーにかさなり合って連続し，扶在する
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砂岩の粒度も上下，および側方に変化がはげしい。

構成岩類は，灰緑色の中粒凝灰質砂岩，角疎凝灰岩，火山円喋岩，各種の集塊宕，凝灰

岩， UtHoR色砂岩，哨灰色泥岩などで，亜炭層や璃瑞がはさまれている。植物化石も多くみ

られ，矢島澄策の報告によれば，つぎのようなものがふくまれている c

Salixcardia ρhylla FRAUTRetMEY

Salixsp.

Alnusincanavar.sibiricaWINKL

Carylussp.

Fσ gus SiebaldiEUDL

Fagussp.

Viburnum

Carpolitassp.

V.5.2 パンケ層

この地層は，矢文山の両方地域にせまい日固に分布して p るやこの地闘は， j有に隣接す

る下川 iてi幅の地域に広く発達している，火山作目物をふくまない，正規の fit 積層であって，

中名苛宅塊岩や円Ll rtf; 岩の土 1\[ にのっていると一般に， NW-SE の走向で， 5 ヘ SW の傾

斜をしめしているご

おもに，日吉氏色の中粒砂岩と，決灰色の if日岩との互出からなり，黒褐色の細粒瞭岩も，

ところどころにみられるご互層部は，ふつう明瞭であるが， ~F ;r:によっては，はなはだし

く異常 j\~ 積の状態をしめすところがあるご植物化石も多いが，どれも，モナンノン I'且のもの

と同じような現世直である、まれに亜足!再が爽だしている

V.5.3 ーの沢凝灰岩層

この地問は， 1 の沢上流地域にせまく分布している)おもに，凝り J岩類から構成されて

いる 円山信岩と断層で接し，御車沢集!屯岩で整合におおわれている〔ー取に， N30 つ E

の走内で， 20"NW の傾斜をしめしている

下部(ま，おもに陳若からなり， rjJ 部は砂岩と泥岩との互 !d が 1:1 越し，上部は， しだいに

集成吉にうつりかわっているで疎岩は， 任 3cm ぐらいのが i! 日宕鋲や安山岩娼の同を凝氏

質の砂岩でうめたものである υ 砂岩や況岩は，ともにふれ f(色を呈する凝!バ質なもので，偽

府がいちじるしい、なお ， f百棟凝りく岩 iR のところも多いコ

岩l'日からみると，この地問は，下川!言群のハシケ!首にだ比され， !昌!子も比較的一致する。

矢島澄策: 天塩ーの橋附近の地質および岩石，北大理地手記(1 932)
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したがって，いまのところ，パンケ層と，ほとんど同時期の堆積層と考えられる。

V.5.4 御車沢集塊岩

ーの沢凝灰岩層の上部は，より凝灰質となって角疎凝灰岩に移行し，そのなかに不規則

な形で集塊岩状の部分がはいりこみ， しだいに集塊岩だけの部分にうつりかわっている。

この集塊岩を御車沢集塊岩としたc

上部は，名寄熔岩で不整合におおわ

れている。

岩質は，普通輝石紫蘇輝石安山岩

質の凝灰質集塊岩で，祖しようなガ

ラス質のものである。斜長石の斑品

(An60~70) も破片状のものが多く，

凝灰岩質の部分もある。

この集塊岩は，ーの沢凝灰岩層と
影山ゆ 令ヘグ事桜鋳接接在郷総曹帯 千当面正問込都 市神Jぽ種野手

整合的な関係にあり，下川層群のパ 第 9 図御車沢集塊岩 //ニコル x 15

シケ層の集塊岩に相当する可能性が大きい。しかし，この岩層の東高万は， NE-SW 方

向の断層で切られ，パンケ層との間には，向山熔岩が分布していて，直接の関係が不明で

あるつしたがっていちおう御車沢集塊岩として別に取技った。

VI 第四系

この地域に発達する第四系は，新期の火山噴出物と段丘堆積物および沖積層である

VI.l 新期火山噴出物(洪積世火山噴出物〉

閃幅地域の山陵部には，ほとんど新しい感じの外観をもっ安山岩の熔岩や，集塊岩が分

布しているつこれらは，さきにのべた古期火山噴出物にくらべて，かなり火山としての形

態をのこしていることや，分布のようすが違っていることなどから，それとは，時期のち

がった火山活動による所産とみられる c いまのところ，洪積世の噴出によるものと二号えら

れる。

ゆるやかな山稜部に分布しているので，露出が悪く，実態を明らかにすることは困難で

ある。しかし発達のようすから，モナンノレ越溶岩，九番沢熔岩， I院内越熔岩，奥ナンノン熔

岩，名寄熔岩， 1百岳熔岩，ピヤ v~ 山熔岩にわけられる。
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VI.l.1 モサンル越熔岩

このXi}岩は，サンノレ川とモサンノレ川との分水i誌に，狭小な分布をしめしている熔岩で，

石英机面岩を不整合におおっているものとおもわれるご諒出がきわめてわるし転石によ

って，うかがえるほかは，ほとんど不明である

ひじようにガラス質のもので， if仔はふくんでいないが， fヨ操凝灰岩と岩質のにている点

が多いこ黄!花色ないし暗灰色のきわめて相しようなものが多く，まれに流理構造のいちじ

るし()ものもある c 昔通輝石紫蘇輝石安山岩質のものと角閃石支rJ r岩質のものとがある、

m品: 斜長石二紫蘇輝石三普通輝石(角閃石)

石基: ガラス，斜長石，輝石

科長石は，累帯構造がし、ちじるしく，大きさは 0.5 mm-5.0mm であるコ a部に，虫

;I}~ のシミ様に An 成分の低い変質部がみられると }J足分は An50 附近である。

紫蘇輝石は，多色性が弱く，外縁は融蝕されている J 角間石は， z= 褐緑色， Y~X=

決褐色の多色性をしめし，一部が緑泥石にかわっている。石基は，ほとんどガラスから

なり非品質のものが多 t '"いちじるしく変質をうけて，緑泥石の生成が多いものもある。

VI.l.2 九番沢熔岩

この熔岩は，サシノレ川の下流の 9 番沢上流三角点f付近の山頂都附J与を構成するものであ

るこ中名寄集塊岩や六線熔岩を不整合におおっている。きわめて相しような，斜長石斑11-21

の目立ったガラス質の廿通輝石紫蘇輝石支山岩である r しかし，ときには石児をふくむも

のがある

五1 品: 斜長石三紫綜輝石，普通輝石， (石英)

正i 基: ガラス， *'1 長石，輝石

科長石は， 3mm 以 Fの大きさのもので、累借構造とアノレバイト双品が目立って発達

している亡成分は An50 附近のものであるが，曹長石化作用をうけて An30 ていどに

なっている部分がある c 有色鉱物は，緑泥石化されるものが多 L 、。石基は，針状のこま

かし、判長引が，ごくわずかにみられるていどの桝品質または，カラスだけからなる非品

質のものである 3

VI.1.3 幌内越熔岩

この'ti~岩(ま，この地域の北京隅を， I甘から北に流れているオロピりカイ川の沿岸に百五出

している 万ロピ~)カイ凝氏岩層・石英粗面岩およびオシトツ層を不整合関係でおおい，

奥ナンル熔吉でおおわれている乙奥サシノレ府岩・との直接の関係は不明であるつ

この情岩の下部(ま，日吉川色または崎氏色を呈する背通輝石紫蘇輝石安山岩で，中部は同

質の主義~7R熔岩が卓越し，帯黄;)~色の角棟凝り;岩の;専屑を央在しているつさらに上部は， II古灰

色を呈し， tu状節思が発達している椴密堅硬な門二通輝石紫蘇輝石安山岩の'tit岩にかわる。
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この岩質を，顕微}l~で観察すれば，つぎのようである。

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石ほ，臼形を呈するものが多く，双品や累帯構造がよく発達している c 紫綜輝石

は，半白形ないし他形を呈 L，淡緑色から無色の多色性を示している。普通輝石も淡緑

色の半白形ないし他形を止するものであるつ

石基は，インターサータル組織を呈する。微細な長柱状の斜長石および粒状の輝石類

のあいだを，ガラスがうめている。

VI.l.4 奥サンル熔岩

この熔岩;ま，地域の北京隅をY*'iーから北に流れるオロピリカイ川のと流河岸に時出してい

る。このほか標高 628.9 m 三角点附j5:の山地を構成してp る 3 まえにのべた，石英粗面岩お

よび幌内越熔岩をおおっている。直接の関係は，観察されるところがないので不明である z

暗灰色または晴氏褐色を呈する粗しような岩石で，斜長石の斑品が肉眼がみとめられるコ

普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石ば，白形または半白形を呈し，双品および累帯構造が L、ちじるしく発達してい

る。紫蘇輝石および普通輝石とも，半白形を L止するものが多く，わずかに，緑泥石化作

用をうけている。

:t:i基は，ハイアロピリティック組織を呈する。ほとんどガラスからできており，斜長

石の周辺部や割目にそって，緑泥石にかわっている。

VI.l.5 名寄熔岩

この熔岩は， ナンノレ川の支流の 1

の沢や 12 線沢と，名寄盆地へ流れる

河川との分水嶺を構成する山地に分

布しているつプロピライト熔岩，円

山熔岩，御宇沢集塊岩を不整合にお

おっている。

この熔岩の下部には，集塊岩状の

部分が多く，上部ほどそれが少なく

なり，すべて普通輝石紫蘇輝石安山

岩の熔岩でしめられている。一般に 第 10 図名寄熔岩 //ニコル x15

ガラス質の斜長石斑品の目立った熔岩である。

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石
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石基; ガラス，斜長石，輝石

斜長石は， 0.8mmxO.4mm くらいの大きさのもので，累帝構造やアノレバイト双品あ

るいほカルルスパッド双品が L 、ちじるしいっ ときには輝石粒を包:有している c 成分は

An70--60 附近であるつ紫蘇輝石 iま， 0.8mmx0.25mm の長柱状のもので， ~N\' 、多色性

をしめず。よごれた包有物が多く，ときには筒状の構造をしめすっ石基は，カラスが多

く，流理構造が明瞭である。少量:の短冊状斜長石が品出したていどの，前品質のもので

あるコ

VI.I.6 沼岳熔岩

この熔岩は， 地域の北西部で出岳(標高 899m) を中心として， 標高 600m から際高

900m の平坦な山頂をつくっている山地を構成するものである。新第三紀中新世に属する

プロピライト熔岩， ヒ幌内川熔岩および滝の沢集塊岩の上位に，不整合 lこのり， ピヤシリ

山熔岩でおおわれているつ

暗灰色を呈する，粗しような岩石で ， E'A長石の斑品が肉 tl~ で観察できる，普通輝石紫蘇

輝石安山岩である。

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

苅品: 斜長石〉紫蘇輝石/普通輝石

斜長石ほ，白形ないし半白形を呈し，双品が L 、ちじるしいハ累借構造がわずかに充達

している。不規則な結品形もつ鉄鉱をふくんでいるつ紫蘇輝石ほ， 'l:H 形を L止するもの

が多く，多色性をほとんどしめさないっ普通輝石も半白形ないし他形を呈し，淡緑色の

ものである。

石基は，ハイアロピリティック組織を示すっ微細な長柱状の斜長石と粒状の輝石類の

あいだをガラスがうめており，ジンアイ状の鉄鉱が散在している lつ

VI.l.7 ピヤシリ山熔岩

この溶岩は，図 I隔の中央部にあるピヤシリ山を構成しているものであるコ附近のすべて

の岩類を不整合におおい，この図幅地域で，もっとも新期の;溶岩と与えられる亡しかし，

沼岳熔岩や名寄熔岩とはよくにているので，ほとんど同時期のものと与えられるで l 露出の

状態がわるく， くわしいことは不!円であるが，転石の状態からみると，いろ G) ろな斗観を

もった情岩や集塊岩からできているもののようであるっそのなかで，もっとも多くみられ

るものは，黒山色の細粒倣密なものと，陪!グ〈色の堅児な中粒ないし相粒な熔岩であ石

斑品: 斜長石〉紫蘇輝イゴ普通輝石

石基: ガラス，斜長石，輝石

斜長:t i;ま， 0.5mmxO.2mm ぐらいの大きさで， 累帯構造やアルパイト双品が日立っ

ている。成分は An40-50 附近である。紫蘇輝石は1. 0mmx0.3mm ていどの長柱状

結晶で，わずかに多色性がみとめられる。普通輝石には，双品のみられるものも，めず
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らしくな L、。普通輝石と紫蘇輝石とが，数個集合して存在するのが普通である。石基は

ガラスの多い微品質のもので，ハイアロピリティックな組織をしめしているつ

VI.2 段丘堆積物

ナンノレ市街地の周辺と中名寄附近にかぎって，平坦な段丘地%が発達している。それは，

おもに標高 300m 以下のもので，かなり明瞭な平坦面である。その平坦面は，ゆるく傾斜

して，現河床段丘堆積物の面lこ続いており，場所によって，上・中・下の 3 つにわけるこ

ともできる。なお，標高 300m 以上のところにも，段丘面らしい，やや不明瞭な平坦面が

みられるが，堆積物を確認できないので，明らかではないc

VI.2.1 古期段丘堆積物

現河!末段丘堆積物以外のものをまとめて古期段丘堆積物とした。 3 段に分類できる場合

もあるが，分布がせまく，とくに標高 200m のものがほとんどであるつ

粘土層がもっとも多く，その中に各種の岩礁をふくんでいる c 低いものほど礁の量が多

く，大きさも大きいようである。標高 100m から標高 150 m のものには，砂層もみとめら

オl る。

VI.2.2 現河床段丘堆積物

ナンノレ川，モナンノレ川，幌内川および中名寄附近に，現河床よりの比高 10m ないし 20

m ていどのところに，明瞭な平坦面が発達している。この平坦百に礎層をのせているっ礁

は，こぶし大以上のものが多く，堆積物の摩さもかなりある。粘土が少なく，古期段丘堆

積物とはまったく違った堆積物である。

V1. 3 崖錐

7線沢上流， 智東 3 線沢のプロピライト熔岩の分布地域や，中名寄の山麓地帯ーなどに，

崖錐が広く発達している C' いろいろの大きさの礁が，多量に堆積したもので，特徴のある

地形をつくっている。

V1.4 氾濫原堆積物，河j末陳

ナンノレ]I[とその交流，および幌内川に沿っては，沖積層が広く発達している。各河川に

よって運搬された各種の安山岩礁から構成されている c 礁は，人頭大以下のもので，新期

火dJl噴出物が多いようである。そのほか，砂層や粘土層も多い。
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VII 地史上よび地質構造

f:;:i 幅地域は，いままでのべたとおり，ほとんどが新第三系から構成されており，これら

を，第四紀の火山活動の所崖である火山岩類がおおっている。

この地域の新第三系の f何立は，砂金川層のオロピリカイ凝灰宕層にはじまっている。こ

れは，いわゆる誌色凝!死岩類を主体としたもので，この火山砕屑物をもたらした火山活動

につづいて熔岩流の溢流が行われた。これらの事柄は，幌内川の流域で観察されるのなお，

プロピライト熔岩は， ピヤ v9 山の西方 lこも J1~ く分布していて，かなり広 l' )地域に，この

ようなやや基性の火山活動が行われたことを物語っている c

これに反して，サンノレ川流域では，緑色凝灰岩やプロピライト熔岩の発達はみられない c

下部と上部に安山岩の活動があるほかは，角閃イゴをふくんだ石英組面岩質の火山活動が優

勢に行われていて，緑色凝灰岩地域とまったく対称的な地質構成となっている。両者が接

する幌内越の山球部では，サンノレ側(こ石英和 l商岩だけが分布しており，幌内側にプロピラ

イト熔岩や紋色凝灰岩だけが発達していて，石英粗商岩類はまったくみられない。このよ

うな只合で，両者が共在するような地帯がまったくみられない c この図幅では，オロピリ

えイ凝児岩層が基盤岩の一目立に，直接のっていることと，ほかの地域の屑片手とを参考にし

て，いちおう，ナシ jレ火山岩類の方が新しいと断定したっ今後に残された大きな問題は砂

金川冒とナンノレ火山岩類との関係を，明らか lこすることである

これらの岩層を形成した後の間出 1運動をみても，幌内川流域では，オキ/トツ屈をもふく

めて， N-S から NW-SE 方向の摺 III]f~l が発達しているハまた，サンノレ火山岩類のうち，

大宮沢熔岩や石英和面岩熔岩は，がいして E-W 方1旬の摺出 l軸をもっているようである。

さらに， サシノレ層は NW-SE 方向の走向をもち， SWI こ傾斜する単斜構造をとり， その

上位の十二線沢集塊岩は， NE-SW 方向の摺 1 t! 1軌をとっている c このように，各岩層の分

布地域ごとに， *MI 構造が在っていることは，今後解明しなければならぬ問題であろう。

そしてまた， I院内越の山校を J止として，地質構成のいちじるしい相違は，この間に，かな

り大きな構造 j二の不連 ~)'C*\~ t. r' 存有二することを予想させる。

このことは，サシノレ川流域に発達している明断帯の方向からも，五 l1象されることである

この方向は， N40-60~ E の万向で，ナンノレ拡!本をはじめ，この地域の拡化作用もまた，

この構造線にそって行われたらしい〈ピヤシリ山の西方地域に発達しているプロピライト

の中にも，広い胞団に鉱化帯がみられるが，これも，明らかでないが大よそ，この方向に
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のびた形をとっている。このような， NE-SE方向の構造線は，北海道中軸地帯における，

新第三紀以降の重要な構造線となっており，図幅地域の周辺にみられる基盤の構造ととも

に，今後解明してゆかなければならない問題であろう。

以上の岩層を形成した後に，かなり大きな時代間隙をおいて，オキ/トツ層の堆積が行わ

れている。これは，砂岩や疎岩を主体としたもので，大きな不整合の基底となっている c

この不整合は，中新世と鮮新世とをわけるものと考えられている。オシトツ届の堆積後に

は，古期火山噴出物の広範囲にわたる活動がみとめられる。これは，先の砂金川層やナン

ノレ火山岩類の周辺をとりまくような形で発達しており，ところによっては，この噴出によ

って入江状の堆積盆をつくり，下川層群を堆積したと考えられるつ

新第三系のすべての岩層をおおって発達する，新期火山噴出物の活動は，いまのところ

いちおう第四紀にはいってから行われたとみられるが，はっきりした時代は不明である c

あるいは第 3 紀末葉の可能性もある。今後これらの実態が明らかにされれば，古期火山噴

出物との関係も知ることができるであろうっ

この地域の火山岩類のすべての活動が終ったのち，ナンノレ川中流域は，南方にひらいた

入江となり，同時に中名寄附近は，名寄盆地一帯をうめる旧洪酒地の東縁となった。陸地

の上昇とともに 3 段の段丘地形が形成されて，現在にいたっている。

VIII 応川地質

この図幅地域は，新第三紀鉱床区の固からみれば，北見鉱床区の西部亜区に属し，雄式

地区にふくまれる。域内には，すでにのベた諸岩層の広範囲にわたる黄鉄鉱化，粘土化，

珪化などが各所にみとめられる。西部の 7 線沢や智東 3線沢および日進の沢の上中流域に

拡がるプロピライト中の黄鉄鉱化帯，中央地域の鉱山沢および 15 線沢中流のサシノレ鉱山

をふくむ珪化帯，東北部の幌内越沢西岸や大宮沢上流などがそれらの代表的なものである。

これら鉱化帯の，一つのいちじるしい特徴は，そのほとんどが N50οE 内外の方向にの

びる傾向をしめしていることで，一部のものは，この方向の断層にそって発達している O

これは，また，図幅地域の断層系の一般的方向でもある。これらの点在する鉱化帯は全体

として，図幅の中央部に東西にのびる幅 71<:ID ていどの地帯の中にふくまれている c

この鉱化作用の時代については，充分に明らかにすることはできないが，多くはオシト

ツ層以前のものとみとめられる。しかし，一部のものについては，中名寄集塊岩(鮮新期?)

にも鉱化作用を及ぼしている疑いもあり， この点，今後の問題とされる。
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鉱化帯のなかで，これまでに探鉱された地点が少な

くないっ 15 線沢中流部の金・銀鉱脈，日進の沢中流部

の黄鉄鉱化帯などであるが，稼行されたものはないつ

しかし，ナンノレ川中流部のサンノレ蛇01の合金銀石英脈

はきわめてノ呪模の大きいもので，昭和 9 年より昭和 18

年の産金整備にいたるまでの間，盛大に稼行されたっ

このほか，サンル川下流の段丘地域を流れる各小沢

の沖積地には，チタン鉄鉱の濃集がみられるづこの状

態は，両方の下川肉幅地域や名寄盆地方而にも，広範 千

四にわたってみとめられているようであるついずれも 器

磁鉄鉱が少なしチタン品位が高いこと，クロムがほ

とんどふくまれていないことなどから，チタシ資源と

して取上げられる可能性があるコしかし，原鉱品位が

低く，採集方法にも多くの問題があるので，いまのと

ころ，開発の対象となっていないハ

VIII.l サンノレ鉱山

この鉱山は，下川町サンノレ川中流部にあり，下川駅

北方約 16km のところに位置する。かつて三井サシ

ノレ鉱山として，大規模に開発されたこの鉱床も，産金

整備以来，廃山となって放目されていたが，昭和 30 年

1 月から磯部鉱業株式会社の手で再開され，主とし

第 11 図 サンノレ鉱 I !I，遠景は三井サンノレ

鉱山時代の製錬所跡
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第 13 図 下盤ぎわの銀黒をふくむ高品位部

でいるコそれ自体，明らかな

“樋のうち"を構成し，その

内部に長さ 5m~lO m 単位

の雁行配列をしめす，銀黒を

ふくむ高品位部がある。銀黒

の一部，とくに，その末端部

は細粒の黄鉄鉱を主とするも

て残鉱を採掘しながら，採鉱が進められている。人員 30 名で，現在，月産 1，200ton(Au

13gr.)ていどの出鉱をつづけている。

鉱床はサンノレ層中 lこ N60° E 方向に走る断層にそって発達するっかつての探査資料，坑

道図によれば，主脈は走向延長 2，000 m 以上にわたり，南に 45
0

傾斜する c その脈幅は最

大 30m に達し，傾斜方向に 200m 以上におよぶ大規模なものである。これに並行する脈

は，いずれも小さく，また，その数も少ない c この石英脈は典型的な水長石・石英脈であ

るハ主脈の大部分は，頁岩の角礁を多量にふくむ石英脈で，多くは低品位であるが，富鉱

部が所々にあって，それらが稼行されているハ

現在は，坑口から 500m 内外の範囲にみられる富鉱残存部分が開発され，上部と下部へ

それぞれ 30m の範囲が観察できる。この範囲には第 L 第 2 の A，第 2 の B，および第

3 採鉱場が設けられている。その第 1，第 2A ， B 併せて約 200m の範囲にわたり，乙の鉱

床の最大富鉱部に相当する。その下部は 90m 以下にまで大きな採掘町、をしめしている c

これらの富鉱部は，鉱脈の

主体をなす部分とはかなり明

瞭に区別されるものをしめし

ている。それらは，主として

脈の下盤に沿って配置され，

その厚さは主脈にくらべて，

はるかに薄い。その下盤は，

一般に強く珪化された頁岩に

盤肌をしめして接し，上盤側

では，主脈のそれと直接する

か，あるいは，頁岩をはさん

のになっている。 第 14 図主脈中央部の縞状鉱
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第 5 図 銀黒中の金(白色)と(輝銀鉱)

(灰色) xMO

この「託行部の接 }I-?、 F付近は，とくに粘土をともなうことがいちじるしい。しかしときには，

第1，指 2 探鉱場にみるように， このような富鉱部が，上部になるにしたがって，主脈の

中央部 ;11 くに移行するとみられる例もあるコまた，第 1 採主広場の小組問には，富鉱部が上

盤際にもみられる。第 2-B 探鉱場は，おなじく下盤ぞいの富鉱体を採掘するものである。

これば水準坑地並びに附近で薄尖するが，より上部では，下盤の頁岩，砂岩中 lこ網状に濃

紅銀 }iii:をともなう細脈をつくり，ここに石見質部分を欠く砂岩頁岩の高品位鉱をつくって

いる 1 富良えにはこの他に，主脈の中央部に性質の違う縞状鉱としてみられるものがあるっ

これを[ズ別して“ユタリ"と呼んでいるつ

富Jfi: 部(ま，つねに，頁岩の細角礁を多量に含んでいる σ それらは多く珪化され，あるい

は，~~.鉄鉱化，粘土化されて間色となっている。また，それらのうちには，角稜のとれた

丸IJ {~を帯びるものも多く，それを中心とした輪状縞をみせるものがある c こうした角礁の

状態は主脈の大形角技にとみ，黒色礁となるものとはほ別されるものである。一般に，頁

岩の角殺にとむ部分の品位は低いとされている。

銀黒は角礁をとりまく輪状縞にそってみられるが，その分布は主として富鉱体の中心的

位置に多く，点々とつらなり帯条をつくる σ これにそって，不毛石英の細脈が走り，帯条

を明らかにする。これがまえにのべた雁行する高品位部である c

銀黒を構成する鉱石鉱物には，次のようなものがある c

黄鉄鉱は，石英一黄鉄鉱脈と銀黒、をつくる部分に多く産し，いずれも白形単結品であり，

集合体はまれである。

黄銅鉱は，銀黒中に黄鉄鉱を包むよ

うな産状で，不規則な形をとる

閃亜鉛鉱は，黄銅鉱の中に粒状，石

英中 lと不規則形で産し，量はひじよう

にすくない?ただし，黄 jr~J~~: ，閃亜鉛

鉱の多い部分があるといわれている。

エレクトラムは，径 1 w.....,100 11 ま

であり， 10/1P付近が多い。主に銀黒の

中の石英の同をうめ， f也形をなしてい

るつ黄銅鉱と共生して，やや粒状をと

2ド 鉱石鉱物についてはすでに，石橋正夫:鉱物と地質， 3, 1-2(1949) の研究がある。
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る。一番すくないのは銀鉱物と共生

して，粒状をなすものである。

銀鉱物には，銀黒の中 lこ，ポリパス

鉱ーフライエスレーベン鉱，ポリパス

鉱一輝銀、鉱， ~J農紅銀鉱との 3 つの組合

せのものが，現在のところみられる。

ポリパス鉱は，石英中に充J真状，他

形であって，黄鉄鉱，黄銅~Lをとりこ

むことが多い。

輝銀鉱は，ポリパス鉱の周辺に，や

や粒状に生成されている。

フライエスレーベン鉱は，石英中で

は他形で，黄銅鉱と共生することがあ

る。ポリパス鉱とは共生しない。

濃紅銀鉱は，銀黒中の石英中で他形，

品洞質の部分で粒状自形をとり，また，

すでにのべた砂岩頁岩の富鉱化部分に

も，多量にみとめられる。

VIII.2 t沙チタン

第 16 図 銀黒中の金(白色)黄銅鉱(灰色)

ポリパス鉱(暗色) x140

第 17 図 銀黒中のフライエスレーベン鉱

(白色) x140
ナンノレ層の砂岩，疎岩および角疎凝

灰岩の中には， 1.% ていどのチタン鉄鉱がふくまれている。とくに，粗粒な日吉黒色を呈す

る砂岩の中には， ときに， TiO z 10 ;Yoていどを含有するものがあるといわれる c この岩層

の風化解析によって，沖積土の中には，かなりの濃集をみることがある c 多い場合には，

TiOz25%以上にもなるが，普通は数%にとどまるようである。このような状態は，南北

約 5km ，東西約 lkm の範囲内にある各小沢にもみられる。

ここのチタン鉄鉱は，磁鉄鉱と格子状に共生するものがほとんどなく，かなり純粋にち

かいチタン鉄鉱の結晶で， 0.2mm ぐらいの比較均あらいものである c 多くのものが日Jf;

結品で磨滅度がひくい。

いままでに知られている分肝値をしめせば，次のとおりである。
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Resume

ThequadrangleoftheSanrusheetmapissituatedinthenorthern

partofCentralHokkaido, exdendingbetween44ー20'to44ー30'N. la t.,

andbetween142ー30'to142ー42'E.long. Thisareaiswellknownas

theseatofSanr ・u minewhichhasbeenworkedonalargescalebefore.

Geology

Thegeologicalformationwhichdevelopin thisquadrangle are,
accordingtotheirorderofsuccession , Hidakagroup, NeogeneTertiary

group, andQuaternarygroup.

TheHidakagroup, abasalformationseenin Hokkaido, has a

smalldistributioninthenorthernsideofthis sheet, andconsistsof

blackslateandgraywackealternation, Pre-Cretaceousinage.
The NeogeneTertiary group, which unconformably coversthe

Hidakagroup, are divided, accordingtoitslithologicalfeaturesand

locationintofollowingas:

(Shimokawagroup

Pliocene~Oldervolcanics

lOshitotsuformation
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(Sanruvolcanicrocks

Mi 附吋 Shaki 叩wa formation
TheShakingawa formation , thelowermostoftheNeogenein

thisarea, iscomposedoftheOrobirikaituffmember, mainlyconsisting

oftuff-brecciaandtufaceousagglomerate;andthepropylitelavainterｭ

calateabundantinandesiticlavaoragglomerate. Theformerexposing

intheeast-northerncornerofthis sheet, vestsontheHidokagroup

withunconformity. Thelatter which iswidelydistributedinthe

Horonaigawaandthewesternsideof Piyashir トyama ， isobservedthe

pyriteimpregnationtocoverawidescopeinplaces.

TheSanruvolcanicrocks, whicharedividedintoOmiyazawalava,

Kumanosawatu 任 beds ， Liparitelava.Sanrumember, andJunisenzawa

agglomerate, maketheremarkablecontrastwiththeShakingawaforｭ

mation, forthewidedistributionoftheacidicvolcanicsandon propy 暢

litics. Therelationsbetweenbotharenodistinct. However, thisrocks

areconsideredtobetheupperlayeroftheShakingawaformationthe

manydata. Intheseacidicvolcanics, thegold-silveroredepositsare

buriedinplaces, theSanrumineandothers.

TheOshitotsuformationwhichisdistributedintheeast-northern

partofthissheet, unconformablycoverstheShakingawaformation.

Inthisformation , itisposibletodi 百erentiate amemder, socalledKaｭ

mihoronaigoshimember, mainlyconsistingtufaceoussandstone, tufaceｭ

ousshale, andconglomerate, andweldedtu 百 being intercalatedinthe

member.

Theoldervolcanics, itisseemsthateruptedin Pliocene, arediviｭ

dedintoKamihoronailava, Nakanayoroagglomerte, Takinosawaagglo ・

merate, Maruyamalava, andRokusenlava. Theallrocksareaugite

hyperstheneandesitic , andarecharacterizedbytheredishbrowntufa

ceousagglomeratesandthelavaswhichformclearplatyjoint.

TheShimokawagroup, Mosanruformation , Pankeformation , !chiｭ

nosawa tuffbeds, andMikurumazawaagglomerate, consistsofvarious

lavas, pyroclasticrocks, volcanicsediments, andnormalsediments, and

eachrocksareassortedcloselywithrelationof alternation, gradual

changeoranormarysediment. Onlyitcontainsplantfossilsandsili-
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ceouswood, productinrecent, therefornοobvious inage.

TheQuaternarygroupcontainsYangervolcanics, Terracedeposits,

Talus, andalluvialdeposits.

TheYoungervolcanics, maybeeruptedin pleistcene, aredivided

intoMosanrugoshilava, Kubanzawalava , Horonaigoshilava, Okusanru

lava , Nayorolava, Numadakelava, andPiyashiriyamalava , according

totheirdistributionandtheirfeatures. Allofthemareglassyaugite

hyperstheneandesite. Thinlayeroftu 百 and agglomerateareatsome

placesfoundinthelowerpart.

Theterracedepositsarecoveredloose sand, graveland clay 0江

hillylandunder400m.andinflattergroundalongtheriverside.

EconomicGeology

Theareaofthissheetmap, intheviewpointoftheTertiaryore

depositsprovince, belongtothewesternsub-provinceoftheKitami

province, andiscontainedintoOumudistrict.

OniyonegoldminewhichiscalledSanruminenowbeingworked

atthepartwherethequartzveindevelopsintheshaleandtuιbreccia

oftheSanrumember. Themainveinofthisoredeposits, whichhave

theextensionof2,000m.onthestrikesideand30m.wideabout, is

typicaladura1iaquartzvein, containedthebrecciaofsilicifiedshaleinthe

mostpart. Thebonanzaofthegoldandsilverisarrangedintheechelon

structureonthefootwallside, andthebonaozaformingoremineral

ispyrite, chalcopyrite zincblende , electrumandsilvermineralwhich

divided into three combination: polybasite-freieslebenite, polybasiteｭ

argentite, pyrargyrite.

TheilumeniteplacerswhichshowtohavelowTi02incontentare

foundalongthebrookaroundSanruvillageanditiscontainedasmall

amountofmagnetitebutilumenite.
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